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研究成果の概要 

フェーズ 1では、物質と電子の凝縮をコンセプトに、プラスチックが本質的に疎で非周期的であることを克服

したコンデンスドプラスチックの製造と物性理解が飛躍的に進んだ。その結果、無機固体で恒常的に活用さ

れているドーピング＝電子状態を制御の方法論を有機材料の舞台に持ち込むことができる。フェーズ 2で

は、コンデンスドプラスチックの超伝導とホモ接合型トランジスタの開発を目的とする。本研究の詳細な計画

は以下の 2項目から構成される。 

 

[項目 D: 計画] プラスチック超伝導体の網羅的探索と直線的探索 

[項目 E-1] ホモ接合型電子デバイスの開発 

 

項目 D の超伝導材料の探索に関しては、大気圧の 1 万倍程度の高圧下での極低温物性計測を初めとした

挑戦的な課題に取り組み、系統的な実験が可能となった。現状では、超伝導転移の兆候は見えていないが、

より高い電気伝導度を有する高品質な結晶材料を用いて網羅的な探索を続ける。 

項目 E のホモ接合型電子デバイスの開発に関して、高分子材料に空間的なドーピング量の分布を形成する

ことに成功した。空間分布は数十 nm 程度の精度であるものの、今後ドーピング技術と微細加工技術を組み合

わせることにより、より微細化を狙う。 

2024 年度 12 月に、東京大学から理化学研究所へ転出し、実験設備の移設・再据え付けなどにより研究の進

捗に遅れが生じているものの、創発の枠組みの中で、特に安定した研究費・人件費のサポートの下、研究環境

のスムーズな移管が達成できた。 
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